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千
里
山
人

住
宅
公
団
千
里
山
団
地

昭
和
二
五
年
六
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
動
乱
は
戦
後
日
本
の
安

定
政
策
で
低
迷
し
て
い
た
産
業
経
済
を
立
ち
直
ら
す
契
機
を
作

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
動
乱
の
初
っ
た
月
よ
り
一
年
間
の
特

需
が
三
億
四
千
万
ド
ル
、
以
降
四
年
間
に
二
三
億
ド
ル
の
特
需

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
重
工
業
を
中
心
に
産
業
界
全
般
が

復
興
し
た
。
こ
の
余
勢
は
三

0
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
を
つ

く
る
の
で
あ
る
が
、
労
働
力
を
要
求
す
る
都
市
に
人
口
は
集
中

し
、
都
市
周
辺
の
通
勤
圏
が
急
速
に
開
発
さ
れ
て
ゆ
く
、
そ
の

一
環
と
し
て
吹
田
市
と
く
に
千
里
山
が
住
宅
地
と
し
て
開
発
さ

れ
る
の
も
三

O
年
に
入
っ
て
か
ら
で
、
後
編
の
千
里
山
開
発
物

語
も
之
れ
か
ら
始
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
そ
の
発
端
が

日
本
住
宅
公
団
の
千
里
山
団
地
の
建
設
で
あ
っ
た
。

戦
後
十
年
ま
で
の
住
宅
政
策
は
戦
災
で
家
を
失
っ
た
人
々
に

家
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
吹
田
市
の
知
き
非

戦
災
都
市
で
は
住
宅
建
設
に
は
な
ん
ら
国
の
援
助
は
な
》
っ

た
。
し
か
し
住
宅
地
と
し
て
開
く
に
適
し
た
非
農
地
を
豊
富
に

持
っ
て
い
た
の
で
住
宅
建
設
の
要
望
が
高
く
、
吹
田
市
は
財
政

上
の
困
難
を
お
か
し
て
戦
後
ま
も
な
く
市
営
住
宅
を
建
て
て
い

る
こ
の
中
で
、
千
里
山
丘
陵
に
立
て
ら
れ
た
市
営
住
宅
は
二
四

年
に
豊
津
東
に
二
六
戸
、
豊
津
西
に
四
二
戸
、
二
五
年
に
は
花

壇
前
に
三
五
戸
、
垂
水
に
五

O
戸
、
二
六
年
に
千
里
山
に
二
六

戸
二
七
年
に
は
花
壇
南
に
二

O
戸
(
現
在
千
里
山
東
第
二
)
、

二
九
年
山
田
二

O
戸
(
現
在
津
雲
台
第

一
)
を
か
ぞ
え
る
。
い

ず
れ
も
木
造
平
屋
建
の

一
五
坪
程
度
の
簡
易
住
宅
で
あ
っ
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
パ
ー
ト
ピ
ル
が
建
ち
初
め
た
の
は

一

二
七
年
、
眺
望
す
ぐ
れ
た
垂
水
の
丘
に
で
き
た
府
営
豊
津
団
地
円

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
阪
府
住
宅
供
給
公
社
が
住
宅
金
融
公
庫

一

の
融
資
で
建
て
た
も
の
で
、
四
階
建
鉄
筋
ピ
ル
二
棟
(
五
六
世

帯
)
で

一
戸
は
六
畳
、
四
畳
半
、
三
塁
に
台
所
、
便
所
、
玄
関

が
附
い
て
家
賃
三
八
O
O円
で
あ
っ
た
。
今
日
か
ら
見
れ
ば
安

す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
家
賃
で
あ
る
が
、
そ
の
当
時
で
は
高
く
感

じ
た
の
で
あ
る
か
ら
二
七
年
頃
の
物
価
、
生
活
水
準
を
更
め
て

思
い
直
す
の
で
あ
る
。
府
営
ア
パ
ー
ト
が
で
き
て
、
公
庫
融
資

の
鉄
筋
ア
パ
ー
ト
ピ
ル
が
次
々
に
建
ち
出
し
た
。
大
和
銀
行
、

富
士
銀
行
を
始
め
会
社
の
寮
が
千
里
山
の
眺
望
環
境
の
良
い
場

所
を
選
ん
で
建
っ
た
。
花
壇
町
の
こ
れ
も
眺
望
絶
佳
の
と
こ
ろ



に
国
家
公
務
員
の
千
里
山
合
同
宿
舎
と
言
え
ば
無
粋
な
名
称
で

あ
る
が
、
ス
マ
ー
ト
な
鉄
筋
ピ
ル
二
階
建
一
棟
、
三
階
建
二
棟
、

四
階
建
一
棟
建
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

二
八
年
春
、
阪
急
電
車
は
千
里
山
終
点
駅
の
す
ぐ
東
に
続
く

雑
木
林
を
ふ
く
め
て
約
三
万
坪
を
買
収
し
た
。
駅
の
西
側
は
住

宅
地
と
し
て
益
々
整
備
さ
れ
発
展
し
て
い
っ
て
い
る
の
に
反

し
、
東
側
は
佐
井
寺
へ
通
づ
る
道
が

一
本
通
じ
て
、
そ
れ
に
沿

う
て
ボ
ツ
ボ
ツ
と
家
が
建
っ
て
い
る
程
度
で
、
あ
と
は
僅
か
な

田
畑
と
そ
れ
か
ら
雑
木
林
や
松
山
が
駅
の
近
く
ま
で
せ
ま
っ
て

い
て
、
電
鉄
開
通
以
来
三
十
余
年
少
し
も
開
発
の
手
が
加
え
ら

れ
て
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
阪
急
電
車
は
こ
れ
を
着
目
し
て
、

山
を
壊
し
て
住
宅
地
に
造
成
す
る
目
的
で
買
っ
た
の
で
あ
る

が
、
愈
々
造
成
に
と
り
か
か
ろ
う
と
す
る
頃
、

三
O
年
住
宅
公

団
が
発
足
し
て
大
阪
支
所
は
団
地
作
り
を
千
里
山
丘
陵
に
目
を

つ
け
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
阪
急
は
自
ら
経
営
す
る
よ
り
も
公

団
に
よ
っ
て
理
想
的
な
団
地
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
方
が
よ
り
よ

い
沿
線
開
発
に
な
る
と
の
考
え
で
買
収
し
た
山
地
を
そ
の
ま
ま

住
宅
公
団
に
譲
っ
た
。
公
団
は
こ
れ
を
基
に
し
て
マ
ス
ク
ー
プ

ラ
ン
を
た
て
て
出
来
上
っ
た
の
が
住
宅
公
団
千
里
山
団
地
で
あ

る。
工
事
は
一ニ

O
年
暮
れ
に
始
っ
た
。
プ
ル
ド

l
ザ
や
機
械
シ
ヤ

内
に
設
置
す
る
こ
と
を
聞
い
た
地
元
商
人
は
団
結
し
て
駅
前
に

千
里
山
中
央
市
場
を
つ
く
り
、
市
場
内
に
も
庖
を
出
す
こ
と
に

し
た
。
又
団
地
内
の
阪
急
マ
ー
ケ
ッ
ト
内
に
も
地
元
商
人
が
入

っ
て
底
を
出
し
た
が
、
こ
こ
に
市
場
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
内
で

一
業

種
二
底
以
上
と
な
っ
た
の
と
お
客
が
倍
に
増
え
た
の
と
相
候
っ

て
、
値
段
は
自
づ
と
競
争
さ
れ
て
、
千
里
山
値
段
と
い
わ
れ
た

悪
評
は
解
消
さ
れ
た
。

又
団
地
人
口
の
増
加
は
小
学
校
の
教
室
の
増
加
と
い
う
問
題

も
起
っ
て
く
る
。
千
里
第
二
小
学
校
の
建
物
は
昭
和
四
年
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
改
築
の
時
が
き
て
い
た
。
加
う
る
に
講
堂
は

白
蟻
の
被
害
も
甚
し
い
の
で
、
こ
の
際
に
鉄
筋
校
舎
に
増
改
築

し
よ
う
と
い
う
声
が

-4〉
の
聞
に
高
ま
り
、
千
里
第
二
小
学

校
増
改
築
促
進
会
が
結
成
さ
れ
、
前
号
に
紹
介
し
た
山
崎
薫
さ

ん
が
会
長
に
推
薦
さ
れ
た
。
促
進
会
は
吹
田
市
に
鉄
筋
校
舎
改

築
を
要
望
し
た
が
、
赤
字
財
政
の
市
の
力
で
は
到
底
で
き
な
い

時
で
あ
っ
た
が
、
会
長
の
熱
意
は
府
教
育
長
を
動
か
し
て
異
例

の
補
助
金
を
府
よ
り
受
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
文
教
室
の
増

築
費
の
負
担
は
住
宅
公
団
が
持
つ
べ
き
だ
と
促
進
会
は
強
力
に

交
渉
し
、
遂
に
こ
の
問
題
は
文
部
省
、
大
蔵
省
、
自
治
庁
、
建

設
省
、
住
宅
公
団
の
次
長
ク
ラ
ス
に
よ
る
覚
書
交
換
と
い
う
こ

と
で
、
学
校
の
建
築
は
公
団
が
施
工
す
る
。
建
築
費
は
五
ヶ
年

ベ
ル
が
工
事
現
場
に
動
き
出
し
た
。
見
る
見
る
う
ち
に
山
が
切

り
崩
さ
れ
て
い
っ
た
。
谷
は
埋
ま
っ
て
き
れ
い
に
平
坦
に
整
地

さ
れ
て
ゆ
く
の
を
千
里
山
の
人
は
毎
日
出
勤
の
朝
夕
、
千
里
山

駅
の
ホ
!
ム
か
ら
見
て
機
械
力
の
偉
力
に
驚
い
た
も
の
で
あ

る
。
整
地
が
で
き
る
と
直
ち
に
道
路
は
舗
装
さ
れ
、
街
路
樹
が

植
え
ら
れ
、
芝
が
張
ら
れ
、
幾
組
も
の
建
築
請
負
業
者
が
ま
る

で
競
争
的
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
出
し
た
。
南
の
霧
が

正
に

一
五
棟
、
中
央
の
星
ケ
丘
に

一
四
棟
、
北
の
月
ケ
丘
に
二

O
棟
が

一
斉
に
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
。

三

一
年

一二
月
二
五
日

に
四
九
棟
て

O
六
二
戸
(
箱
形
ア
パ
ー
ト
九

O
O戸
、
星
形
一

ア
パ
ー
ト
一

O
五
戸
、
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
五
六
戸
)
が
竣
工
し
た
。
川

敷
地
六
五
、

一
七
三

・
五
平
方
米
、
こ
こ
に
は
公
園
四
ヶ
所
。

一

グ
ラ
ウ
ン
ド
二
ケ
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

一
年
前
ま
で
荒
蕪

の
山
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
白
亜
の
四
、
五
層
ピ
ル
群
が
ま

ぶ
し
く
千
里
丘
陵
に
聾
え
、
千
里
山
の
景
観
は
一
変
し
た
。
景

観
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の
状
況
ま
で
変
わ
っ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
千
里
山
住
宅
地
で
は

一
庖

一
業
種
で
競
争
が
な

い
た
め
、
商
品
の
価
格
は
他
と
比
べ
て
高
か
っ
た
様
で
あ
っ
た

が
、
四
千
人
人
口
の
団
地
の
出
現
は
千
里
山
の
商
人
に
と
っ
て

倍
の
顧
客
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、
旧
体
制
で
す
ま
さ
れ
な

く
な
っ
た
。
殊
に
阪
急
百
貨
庖
が
出
庄
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
団
地

の
分
割
払
、
皆
済
す
る
ま
で
の
期
間
は
賃
借
と
い
う
全
国
で
初

め
て
の
ケ
l
ス
で
、
鉄
筋
三
階
建
十
五
教
室
が
建
っ
た
の
で
あ

る
。
吹
田
市
で
は
戦
後
初
め
て
の
本
格
的
の
鉄
筋
校
舎
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
で
住
宅
公
団
は
若
い
年
齢
の
世
帯
数
が
多
く
、
児

童
数
は
一
時
に
増
加
せ
ず
後
年
度
へ
ズ
レ
る
公
算
が
大
で
あ
る

と
し
て
、
五
ヶ
年
賦
を
十
八
年
年
賦
に
更
改
し
、
児
童
数
の
増

加
時
点
に
お
い
て
国
庫
補
助
を
受
け
、
そ
の
分
の
建
設
分
を
分

割
払
い
す
る
方
法
が
考
え
出
さ
れ
て
こ
れ
が
実
施
さ
れ
た
。
こ

れ
よ
り
住
宅
公
団
が
団
地
住
宅
を
建
設
し
た
場
合
千
里
山
が
先

例
と
な
っ
て
そ
の
方
式
で
学
校
等
の
建
築
費
を
融
資
す
る
様
に
一

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

司

i

千
里
山
団
地
が
で
き
上
る
頃
よ
り
隣
接
の
山
の
値
段
が
高
騰
一

し
た
。
土
建
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
が
毎
日
延
べ
四
、
五
百
台
入
れ

か
わ
り
立
ち
か
わ
り
土
砂
を
運
搬
し
た
。
山
主
は
山
を
な
ら
し

て
宅
地
に
造
成
し
、
削
り
取
っ
た
土
を
ト
ラ
ッ
ク

一
台
七
十
円

で
売
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
業
者
は
土
を
大
阪
市
内
に
運
ぶ
と
十
倍

の
七
百
円
に
な
っ
た
。

ハ
ゲ
山
が
坪
当
た
り
二
千
円
、
三
千
円

の
相
場
が
た
つ
て
佐
井
寺
の
お
百
姓
さ
ん
は
到
る
と
こ
ろ
に
千

万
長
者
に
な
っ
て
い
っ
た
。



千
里
山
開
発
物
語

(
後
編
六
)

千
里
山
人

山
田
村
の
吹
田
市
合
併

昭
和
二
八
年
七
月
に
吹
田
市
は
新
田
村
下
新
田
を
合
併
し
、

.

次
い
で
三

O
年
一

O
月
に
は
山
田
村
を
合
併
し
て
千
里
山
の
北

に
つ
づ
く
丘
陵
、
か
つ
て
は
山
田
丘
陵
と
も
い
わ
れ
た
千
里
丘

陵
全
域
が
吹
田
市
域
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
千
里
山
と
い
え
ば

旧
千
里
村
地
域
の
山
を
さ
し
て
い
た
の
が
、
こ
れ
よ
り
千
里
山

の
観
念
が
広
が
り
千
里
丘
陵
全
域
を
さ
す
様
に
な
っ
て
き
た
。

も
と
も
と
千
里
丘
陵
は
早
く
よ
り
人
の
住
み
つ
い
た
と
こ
ろ

で
弥
生
遺
跡
が
各
所
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
又
山
田
村
か
ら
は

銅
鐸
や
古
鏡
が
出
土
し
て
い
る
し
、
山
田
別
所
の
円
照
寺
は
平

安
時
代
に
建
て
ら
れ
た
名
刺
で
あ
り
、
山
田
小
川
の
伊
射
奈
岐

神
社
は
延
喜
式
内
社
で
あ
る
。
佐
井
寺
も

一
名
山
田
寺
と
も
い

わ
れ
行
基
建
立
の
寺
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
平
安
朝
の
頃
は
山

田
荘
と
称
し
千
里
村
新
田
村
を
包
含
し
て
千
里
丘
陵
全
域
が
山

田
荘
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
丘
陵
地
帯
で
あ
る
の
で
田
畑
に
乏
し
く
、
村
人
は

乏
し
い
山
田
を
困
苦
し
て
開
ら
き
耕
し
つ
つ
明
治
と
な
り
東
海

千
里
ニ
ュ
!
タ
ウ
ン
の
建
設
計
画

広
大
な
千
里
丘
陵
の
開
発
は
む
ろ
ん
吹
田
市
だ
け
の
力
で
は

で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
阪
急
電
鉄
は
山
田
地
区
に
二

十
万
坪
の
土
地
を
も
っ
て
い
る
他
、
東
豊
中
地
区
に
つ
い
て
豊

中
市
及
地
元
有
志
か
ら
附
近

一
帯
の
総
合
開
発
の
た
め
共
同
経

営
を
申
込
ま
れ
て
、
こ
こ
に
千
里
正
陵
に
田
園
都
市
を
建
設
す

る
計
画
を
た
て
て
い
た
。
空
中
写
真
を
撮
影
し
て
詳
細
な
地
形

図
を
つ
く
り
、
千
里
山
か
ら
上
新
田
、
東
豊
中
を
経
て
桜
井
箕

面
に
至
る
鉄
道
線
路
の
建
設
も
計
画
し
て
い
た
。

丁
度
そ
の
時
を
同
う
し
て
大
阪
府
に
於
い
て
も
、
千
里
丘
陵

に
三
万
戸
十
五
万
人
の
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
建
設
計
画
の
検
討
が

始
っ
て
い
た
。
こ
の
案
は
三
三
年
三
月
に
大
綱
が
ま
と
ま
り
、

五
月
一
日
千
里
丘
陵
住
宅
団
地
開
発
方
式
と
い
う
新
し
い
方
式

で
開
発
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
こ
の
方
式
は
従
来
の
「
家
づ

く
り
」
の
団
地
方
式
と
違
い
、
「
住
区
」
を
作
る
方
式
で
二
千

戸
乃
至
三
千
戸
を
以
て
一
住
区
を
作
り
こ
こ
に
対
応
す
る
商
庖

街
・
学
校
を
置
き
一
住
区
を
単
位
小
都
市
と
す
る
方
式
で
あ

る
。
そ
し
て
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
全
体
の
構
想
は
全
域
を
北
、
中
央
、

南
の
三
地
区
に
分
け
、
各
地
区
を
四
住
区
に
分
け
た
。
一
住
区

は
二
分
区
に
分
け

一
分
区
は
千
戸
乃
至
千
五
百
戸
と
し
た
。
分

区
の
中
心
部
に
近
隣
セ
ン
タ
ー
を
置
き
、
こ
こ
に
肉
屋
魚
屋
漬

物
屋
雑
貨
屋
花
屋
等
々
理
髪
庖
美
容
庖
喫
茶
店
に
い
た
る
三
O

道
線
が
開
通
し
て
吹
田
に
駅
が
で
き
る
迄
は
文
明
の
余
沢
か
ら

置
き
残
さ
れ
た
村
で
あ
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
も
近
隣

の
他
村
と
比
べ
て
開
発
か
ら
と
り
残
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
一

二
年
国
鉄
京
都
大
阪
聞
が
電
化
し
て
吹
田
・
茨
木
聞
に
千
里
丘

駅
が
開
設
さ
れ
村
の
窓
が
開
か
れ
た
。

そ
こ
へ
産
業
道
路
が
開
通
し
た
の
で
、
道
路
の
北
側
の
柏
戸
凋

村
の
丘
陵
は
住
宅
地
と
し
て
開
発
さ
れ
、
道
路
の
南
側
の
味
舌

村
は
商
業
街
、
工
場
地
と
し
て
聞
か
れ
初
め
た
。
こ
こ
に
山
田

村
は
三
宅
村
味
舌
村
(
摂
津
市
)
と
共
同
連
帯
村
と
し
て
三
村

合
併
の
方
向
に
進
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
山
田
村
の
奥
地
一

の
E
陵
の
開
発
を
考
え
る
時
、
奥
畑
抵
陵
に
隣
接
す
る
千
里
山
2

が
急
速
に
開
発
さ
れ
そ
の
余
力
が
寝
々
と
山
田
村
に
迫
る
現
勢
イ

を
見
て
、
二
九
年
七
月
山
田
村
合
併
協
議
会
は
三
村
合
併
を
や

め
吹
田
市
に
単
独
合
併
す
る
事
に
き
め
た
。
吹
田
市
も
亦
未
開

発
の
広
大
な
千
里
丘
陵
を
擁
す
る
山
田
村
に
魅
力
を
感
じ
将
来

の
夢
を
こ
れ
に
託
し
て
三
O
年

一
O
月

一
五
日
山
田
村
を
合
併

編
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
千
里
丘
陵
に
か
け
た
夢
は
や
が

て
三
五
年
に
千
里
ニ
デ
i
タ
ウ
ン
の
建
設
と
な
り
、
四
五
年
に

は
世
紀
の
万
国
博
の
会
場
と
な
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

の
庖
を
置
く
。
こ
の
他
に
米
屋
、
電
気
器
具
底
等
の
底
舗
付
住

宅

一
二
戸
を
建
て
る
。
公
衆
浴
場
、
郵
便
局
、
派
出
所
、
集
会

場
、
診
療
所
が
分
区
毎
に
置
か
れ
る
。
一
住
区
毎
に
小
学
校
、

二
住
区
毎
に
中
学
校
、
四
住
区
即
ち
一
地
区
毎
に
高
等
学
校
が

置
か
れ
る
。
公
園
は
各
分
区
に
児
童
公
園
遊
戯
場
、
各
住
区
に

近
隣
公
園
(
三
万
平
方
米
)
、
各
地
区
に
大
公
園
(
一

O
万一

一
五
万
平
方
米
)
が
造
ら
れ
る
。
医
療
施
設
は
各
分
区
に
診
療

所
、
二
住
区
に
保
健
セ
ン
タ
ー
、
南
北
両
地
区
に
地
区
病
院
(
産

婦
人
科
を
中
心
に
二
百
ベ
ッ
ド
)
、
中
心
部
に
中
央
病
院
(
全

科
)
を
置
く
。
又
全
地
域
の
中
心
部
に
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
一

置
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
、
自
動
車
修
理
場
、
木
工
場
、
製

3

パ
ン
所
等
が
こ
こ
に
あ
る
。
道
路
は
幹
線
は
巾
五

O
米
、
住
区

7

内
の
本
通
り
巾
二
二
米
乃
至
三
ハ
米
。
他
は
巾
五
・
五
米
、
完
一

全
舗
装
と
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
開
発
方
式
に
よ
る
基
本
計
画

は
日
本
都
市
計
画
学
会
の
「
地
方
計
画
に
基
く
近
郊
住
宅
に
関

す
る
研
究
」
と
日
本
建
築
学
会
の
「
丘
陵
地
帯
に
於
け
る
住
宅

都
市
お
け
る
住
宅
都
市
建
設
の
た
め
の
住
区
及
住
宅
の
計
画
に

関
す
る
研
究
」
に
基
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
基
本
計

画
は
更
ら
に
三
四
年
に
東
大
工
学
部
建
築
教
室
で
検
討
修
正
さ

れ
た
。
文
医
療
教
育
施
設
は
東
大
建
築
学
教
室
に
、
商
業
施
設

の
地
域
構
成
及
び
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
は
大
阪
市
大
工

学
部
に
、
緑
地
関
係
は
東
大
農
学
部
に
、
下
水
道
及
び
河
川
関



係
は
日
本
下
水
道
設
計
株
式
会
社
に
、
電
力
供
給
計
画
は
大
阪

工
業
大
学
に
そ
れ
ぞ
れ
委
託
し
て
検
討
さ
れ
て
、
こ
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
が
正
式
に
決
定
し
た
の
は
三
五
年

一
O
月
で
あ
っ

た。し
か
し
此
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
に
つ
い
て
の
重
要

な
鍵
は
高
速
鉄
道
が
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
ま
ん
中
を
走
る
と
い
う

事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
大
阪
市
の
地
下
鉄
一
号
線
を
延
長
す

る
案
と
阪
急
電
鉄
の
千
里
山
線
を
延
長
す
る
案
以
外
に
は
な

い
。
大
阪
府
は
市
に
交
渉
し
た
が
そ
の
実
現
は
む
つ
か
し
か
っ

た
が
、
阪
急
電
鉄
の
千
里
山
線
延
長
は
阪
急
は
既
に
自
社
独
営

の
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
建
設
の
マ
ス
ク
ー
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
、
千
里
山
線
の
延
長
線
を
計
画
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。

む
ろ
ん
阪
急
プ
ラ
ン
と
府
プ
ラ
ン
と
の
聞
に
延
長
線
の
コ

i
ス

の
く
い
違
い
は
あ
っ
た
が
、
阪
急
は
府
の
劃
期
的
な
ニ
ュ

l
タ

ウ
ン
計
画
を
聞
き
、
自
社
の
案
を
断
念
し
府
の
計
画
に
全
面
的

に
協
力
す
る
こ
と
を
約
し
、
府
案
に
よ
る
延
長
線
に
同
意
し
た
。

こ
れ
で
計
画
は
高
事

O
同
と
な
っ
た
。
あ
と
は
実
施
の
段
階
に

な
る
の
で
あ
る
が
、
実
施
す
る
に
あ
た
り

一
番
む
つ
か
し
く
厄

介
な
の
は
言
う
迄
も
な
く
用
地
買
収
で
あ
る
。

用
地
買
収

な
に
し
ろ
所
要
用
地

一
六
O
万
平
方
米
、

三
五
O
万
坪
と

千
里
山
開
発
物
語

(
後
編
七
)

千
里
山
人

梅
田
千
里
山
直
通
運
転

千
里
山
の
開
発
が
こ
れ
ま
で
遅
々
と
し
て
い
た
の
は
大
阪
起

点
が
天
神
橋
六
丁
目
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
千
里
山
線
が

梅
田
に
直
通
し
て
い
た
ら
な
あ
」
と
い
う
声
は
長
い
間
の
千
里

山
住
民
の
た
め
息
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
昭
和
三
二
年

一
O
月

一

日
よ
り
梅
田
か
ら
千
里
山
行
き
の
直
通
電
車
が
運
転
さ
れ
る
様

に
な
っ
た
。
ラ
ッ
シ
ュ
の
す
ん
だ
夜
間
に
テ
ス
ト
的
な
ダ
イ
ヤ

で
運
転
さ
れ
た
と
は
い
え
、
千
里
山
に
と
っ
て
一
つ
の
エ
ポ
ツ

ク
を
作
っ
た
と
い
え
よ
う
。
阪
急
電
鉄
が
京
阪
よ
り
引
き
継
い

だ
京
都
線
を
活
用
す
る
た
め
に
は
神
戸
線
や
宝
塚
線
の
様
に
梅

田
か
ら
京
都
ゆ
き
特
急
急
行
を
頻
発
す
る
事
で
あ
り
、
そ
の
為

に
は
梅
田
十
三
聞
に
京
都
線
専
用
の
複
線
を
増
設
す
る
事
で
あ

っ
た
。
三
一
年
に
十
三
駅
構
内
の
京
都
線
複
線
化
工
事
が
始
ま

り
、
つ
づ
い
て
三
二
年
七
月
一
一
日
梅
田
十
三
間
複
線
増
設
工

事
が
着
工
さ
れ
て
三
四
年
二
月
一
八
日
竣
工
し
、
京
都
線
が
淀

川
の
新
鉄
橋
を
渡
り
旧
北
野
線
路
敷
を
高
架
に
し
て
梅
田
へ
乗

い
う
土
地
で
あ
り
、
所
有
す
る
農
家
二
千
人
が
相
手
で
あ
る
。

三
三
年
五
月
ニ
ュ

i
タ
ウ
ン
開
発
が
決
定
さ
れ
る
や
直
ち
に
用

地
買
収
の
準
備
に
か
か
り
、
用
地
買
収
費
は
起
債
に
よ
る
こ
と
、

又
最
後
は
土
地
収
用
で
き
る
よ
う
に
都
市
計
画
事
業
の
決
定
を

う
け
た
。
交
渉
は
地
区
を
分
け
て
進
め
ら
れ
た
。
山
田
中
、
佐

井
寺
地
区
は
吹
田
市
長
の
斡
旋
で
三
三
年
の
う
ち
に
七
五
%
を

買
収
し
た
が
非
協
力
地
主
は
日
本
農
業
組
合
に
加
入
し
て
実
力

限
止
ま
で
す
る
勢
で
あ
っ
た
の
で
土
地
収
用
法
を
か
け
て
買
収

を
完
了
し
た
の
は
四
O
年
七
月
で
あ
っ
た
。
下
新
団
地
区
で
は

三
四
年
一
O
月
に
五
O
%
買
収
し
、
残
り
の
地
主
は
日
本
農
民

組
合
に
交
渉
権
を
委
任
し
た
の
で
組
合
は
農
地
取
上
絶
対
反
対

及
び
区
域
除
外
の
織
を
押
し
立
て
パ
ス
三
台
に
乗
っ
て
府
庁
へ

乗
り
こ
む
と
い
う
場
面
も
あ
っ
た
が
、

三
八
年
五
月
、
三
割
の

替
え
地
提
供
、
実
測
買
収
と
い
う
条
件
で
妥
結
し
た
。
東
豊
中

熊
野
団
地
区
は
用
地
不
売
同
盟
を
結
成
し
最
後
ま
で
難
航
し
た

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
豊
中
市
長
の
仲
介
で
地
元
代
表
と
協
議

成
立
し
た
の
は
四

一
年
七
月
で
あ
っ
た
。
上
新
田
地
区
も
三
四

年
に
不
売
同
盟
を
結
成
し
て
対
立
し
た
。
こ
の
地
区
は
御
堂
筋

線
、
千
里
中
央
線
、
中
央
環
状
線
の
用
地
買
収
が
同
地
区
に
起

り
そ
れ
に
か
ら
ん
で
買
収
困
難
に
な
っ
た
の
で
最
後
は
土
地
収

用
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
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り
入
れ
た
。

こ
の
日
よ
り
梅
田
か
ら
京
都
行
特
急
は
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
三
七

分
で
三

0
分
間
隔
で
発
車
し
、
急
行
は
一

0
分
間
隔
で
発
車
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
同
時
に
千
里
山
行
の
直
通
電
車
が
初
発

五
時
よ
り
終
発
二
三
時
三
O
分
ま
で
一
O
分
乃
至

一
五
分
間
隔

で
発
車
す
る
こ
と
に
な
り
、
千
里
山
線
梅
田
乗
入
れ
の
長
い
夢

が
実
現
し
た
。

こ
の
千
里
山
線
の
梅
田
乗
入
れ
に
よ
っ
て
千
里
山
線
開
通
以

来
走
っ
て
い
た
ま
型
と
い
わ
れ
た
小
型
の
車
輔
は
姿
を
消

し
、
こ
れ
に
代
っ
て
大
型
の
し
か
も
極
度
に
軽
量
化
さ
れ
た
二
-

一
O
型
が
三
両
編
成
で
デ
ピ
ウ
し
た
。
千
里
山
線
が
急
に
表
通
川

り
に
出
た
か
の
様
に
見
す
ぼ
ら
し
い
駅
や
線
路
に
改
良
工
事
が
一

加
え
ら
れ
た
。
各
駅
の
ホ
l
ム
の
延
長
工
事
や
、
軌
条
三
七
キ

ロ
を
五

0
キ
ロ
の
重
軌
条
交
換
工
事
や
淡
路
に
無
人
変
電
所
の

新
設
工
事
な
ど
、
千
里
山
線
は
千
里
ニ
ュ
!
タ
ウ
ン
の
建
設
に

テ
ン
ポ
を
合
わ
せ
て
次
第
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

千
里
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
建
設

千
里
ニ
ュ

i
タ
ウ
ン
の
建
設
工
事
は
土
地
買
収
に
手
間
ど
り

つ
つ
も
、
土
地
が
確
定
し
た
と
こ
ろ
よ
り
プ
ラ
ン
通
り
進
め
ら

れ
、
昭
和
三
六
年

一
月

一
八
日
南
地
区
の
公
園
造
成
工
事
よ
り



ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
宅
地
造
成
工
事
は
門
住
区
(
佐
竹
台
)

よ
り
着
工
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
七
月

一
日
千
里
ニ
ュ
!
タ
ウ

ン
起
工
式
が
南
地
区
公
園
造
成
地
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
こ

の
日
式
場
の
横
で
地
主
の
反
対
同
盟
の
連
中
が
決
起
大
会
を
開

い
て
気
勢
を
挙
げ
、
決
議
文
を
起
工
式
場
の
知
事
に
手
渡
す
と

い
う
場
面
も
あ
っ
た
。
し
か
し
工
事
は
着
々
と
進
め
ら
れ
た
。

一
二
月
二
四
日
に
は
切
地
区
(
高
野
台
)
の
宅
地
造
成
工
事

が
着
工
さ
れ
た
。
翌
三
七
年
六
月
に

〉
住
区
(
津
雲
台
)
、

一

一
一
月
に

国
住
区
(
古
江
台
)
、

三
八
年
四
月
に

白
住
区
(
藤
白

台
)
六
月
に
明
住
区
(
青
山
台
〉
の
宅
地
造
成
が
始
ま
っ
た
。

宅
地
が
造
成
さ
れ
る
と
あ
と
は
設
計
通
り
に
鉄
筋
高
層
住
宅
ピ

ル
が
続
々
と
建
ち
出
し
た
。
ま
ず
最
初
に
で
き
上
が
っ
た
の
は

佐
竹
台
住
区
で
あ
っ
た
。
三
七
年
九
月
一
五
日
に
佐
竹
台
の
近

隣
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
小
学
校
が
開
校
さ
れ
、
府
営
住
宅

七
五

O
戸
の
入
居
が
開
始
さ
れ
た
。
入
居
は
始
っ
た
が
ま
だ
千

里
山
線
延
長
工
事
が
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
新
千
里
駅
が
で
き

て
い
な
い
の
で
、
入
居
者
の
通
勤
そ
の
他
の
輸
送
に
阪
急
パ
ス

が
こ
の
日
よ
り
ニ
ュ
!
タ
ウ
ン
か
ら
千
里
山
駅
へ
一
ム
ハ
往
復
、

国
鉄
吹
田
駅
ニ
ュ

i
タ
ウ
ン
千
里
山
駅
間
四
四
往
復
、
千
里
山

駅
山
田
弘
済
院
吹
田
駅
間
五
往
復
の
路
線
パ
ス
の
運
転
を
開
始

し
た
。
一

O
月
に
入
る
と
府
営
住
宅

一一

O
戸
、
大
阪
府
住
宅

間
距
離
で
は
五
連
以
上
走
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
駅
間
距

離
の
合
理
化
の
た
め
駅
の
廃
合
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
「
吹

田
」
と
「
市
役
所
前
」
を
統
合
し
て
「
吹
田
」
を
廃
し
て
「
市

役
所
前
」
の
ホ
l
ム
を
一
二
五
米
に
延
伸
し
南
出
口
を
新
設
し

て
新
駅
名
を
「
吹
田
」
と
し
た
。
文
「
大
学
前
」
と
「
花
壇
前
」

を
統
合
し
て
二
駅
を
廃
し
そ
の
中
間
に
新
駅
「
聞
大
前
」
を
設

け
た
。
駅
の
廃
合
に
は
と
か
く
地
元
住
民
の
反
対
が
あ
る
の
で
、

阪
急
電
鉄
は
そ
の
事
情
を
地
元
関
係
者
に
話
を
し
関
大
、
吹
田

市
に
も
了
解
を
取
っ
て
工
事
を
進
め
、
三
九
年
四
月
一

O
日、

吹
田
、
関
大
前
両
新
駅
は
竣
工
し
旅
客
扱
い
を
開
始
し
た
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
千
里
山
線
の
各
駅
の
ホ

i
ム
は
五
連
停
車
ホ
ー

ム
に
延
ば
し
た
。

三
九
年
九
月
二
一
日
阪
急
電
鉄
は
新
千
里
山
駅
よ
り
北
千
里

山
ま
で
三
・
五
粁
の
建
設
免
許
申
請
を
出
し
た
。
三
九
年
に
は

ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
北
地
区
に
あ
た
る
藤
白
台
、
古
江
台
、
青
山
台

の
宅
地
造
成
が
で
き
上
り
既
に
住
宅
ピ
ル
が
ど
ん
ど
ん
建
て
ら

れ
て
い
た
。
三
九
年
四
月
よ
り
津
雲
台
、
佐
竹
台
，
古
江
台
各

小
学
校
、
青
山
台
中
学
校
が
開
校
し
た
。
五
月
二
三
日
藤
自
台

府
営
住
宅
一
四

O
戸
、
古
江
台
府
営
住
宅
九
四

O
戸
の
入
居
が

始
っ
た
。
こ
れ
ら
入
居
者
に
対
し
て
阪
急
パ
ス
が
新
千
里
駅
ま

で
の
輸
送
を
う
け
も
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
北
千
里
延
長
線
の

協
会
住
宅
七

O
戸
及
び
分
譲
住
宅
第
一
回
分
譲
者
の
入
居
が
あ

っ
て
、
三
千
人
程
の
人
口
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
一
月
二
日
に

千
里
ニ
ュ

i
タ
ウ
ン
町
び
ら
き
式
が
開
催
さ
れ
た
。

佐
竹
台
住
区
に
つ
づ
い
て
入
居
が
始
ま
っ
た
の
は
高
野
台
住

区
で
三
八
年
六
月
か
ら
で
あ
る
。
三
八
年
九
月
よ
り
津
雲
台
住

区
の
分
譲
個
人
住
宅
の
入
居
が
始
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ

り
少
し
先
き
三
八
年
八
月
二
九
日
よ
り
千
里
山
延
長
線
新
千
里

山
駅
が
竣
工
開
業
し
た
か
ら
津
雲
台
住
区
の
人
達
ほ
皆
電
車
が

開
通
し
て
か
ら
入
居
が
始
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

千
里
山
線
の
延
長
と
駅
の
統
合

ニ
ュ
!
タ
ウ
ン
へ
の
千
里
山
延
長
線
に
つ
い
て
は
阪
急
電
鉄

は
三
六
年
二
一
月
二
六
日
、

千
里
山
駅
よ
り
桜
井
駅
に
い
た
る

七
・
七
六
粁
の
電
鉄
敷
設
免
許
を
う
け
た
が
、
ま
づ
第
一
期
工

事
と
し
て
千
里
山
駅
、
新
千
里
山
間
一
・
六
粁
を
建
設
す
る
こ

と
と
し
、
三
七
年
八
月
一

O
日
に
起
工
し
三
八
年
八
月
二
九
日

に
竣
工
し
営
業
を
開
始
し
た
。
駅
名
を
新
千
里
と
名
づ
け
た
。

駅
は
高
架
で
ホ
!
ム
全
長
一
二
五
米
で
五
両
連
結
車
が
停
車
で

き
る
長
さ
で
あ
っ
た
。

新
千
里
駅
の
五
車
停
車
ホ
!
ム
は
つ
ま
り
千
里
山
線
に
5
両

連
結
車
を
運
転
す
る
前
提
で
あ
る
が
、
千
里
山
線
の
現
在
の
駅
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建
設
が
待
た
れ
た
。

北
千
里
延
長
線
の
免
許
は
四

O
年
一
月
二
五
日
に
下
り
た
。

四
O
年
四
月
に
藤
白
台
、
青
山
台
小
学
校
、
金
蘭
会
高
校
、
同

短
大
が
開
校
し
た
。
藤
白
台
で
は
四
月
に
府
営
住
宅
四
二
二
戸
、

五
月
に
住
宅
協
会
住
宅
五

O
O戸
、
古
江
台
で
は
四
月
に
府
営

住
宅
五
三
三
戸
、
青
山
台
で
は
五
月
に
府
営
住
宅
五

O
O戸
入

居
し
て
、
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
北
地
区
が
賑
や
か
に
な
っ
て
き
た
。

六
月
一
日
に
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
人
口
三
万
三
千
人
と
な
り
日
本

一
の
団
地
と
な
っ
た
。
そ
し
て
八
月
一
日
に
は
人
口
四
万
を
突

破
し
た
。

北
千
里
延
長
線
の
工
事
施
工
認
可
申
請
は
四

O
年
四
月
二
八
円

日
に
出
さ
れ
一

O
月
二
九
日
認
可
が
お
り
た
。
工
事
は
一
二
月
一

一
一
日
着
工
さ
れ
た
。
総
工
費
一
八
億
円
、
一
粁
当
五
億
三
千

万
円
の
豪
華
線
は
四
二
年
三
月
一
日
開
通
し
た
。
北
千
里
駅
は

ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
終
着
駅
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
施
設
が

つ
く
ら
れ
た
。
出
札
改
札
の
自
動
化
は
全
国
で
始
め
て
の
試
み

と
し
て
話
題
を
ま
い
た
。
ホ
ー
ム
の
長
さ
は
一
四
五
米
、
巾
五

米
で
七
両
連
結
車
が
停
車
で
き
る
長
さ
で
あ
っ
た
。
三
八
年
新

千
里
駅
が
で
き
た
時
は
五
両
連
結
車
の
停
車
ホ

l
ム
と
し
て
設

計
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
四

O
年
一
一
月
よ
り
千
里
山
線
は

六
両
運
転
と
な
っ
た
の
で
前
線
の
駅
の
ホ
!
ム
は
延
伸
さ
れ
た



の
で
あ
っ
た
が
、
四
二
年
三
月
北
千
里
延
長
線
開
通
と
共
に
七

両
運
転
と
な
り
、
千
里
山
線
各
駅
は
文
々
ホ

l
ム
の
延
伸
工
事

に
と
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
新
千
里
駅
も
長
一
四
五

米
、
巾
七
米
の
ホ
!
ム
に
増
築
さ
れ
た
。
そ
し
て
駅
名
を
「
南

千
里
」
と
改
称
し
た
。

七
両
連
結
車
が
走
る
千
里
山
線
は
今
や
京
都
線
写
神
戸
、
宝

塚
線
な
み
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
ニ
ュ
!
タ
ウ
ン
の
一
五
万
人
口

の
通
勤
電
車
の
み
の
た
め
で
は
勿
論
な
か
っ
た
。

一吉
う
ま
で
も

な
く
万
国
博
会
場
が
千
里
丘
陵
に
き
ま
り
、
そ
の
会
場
が
北
千

里
延
長
続
の
す
ぐ
近
く
に
で
き
る
の
で
万
国
博
専
用
臨
時
駅
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
が
四
一
年
九
月
の
万
国
博
会
場
計
画
最
終
案

で
決
定
し
、
千
里
山
線
は
万
博
入
場
者
の
輸
送
電
車
と
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
大
阪
地
下
鉄
堺
筋
線

の
建
設
工
事
が
万
博
大
阪
開
催
の
機
に
促
進
さ
れ
阪
急
天
神
橋

駅
で
阪
急
線
と
結
ん
で
相
互
乗
り
入
れ
す
る
こ
と
が
き
ま
っ

た
。
こ
こ
に
千
里
山
線
は
梅
田
直
通
の
み
で
な
く
大
阪
市
中
を

南
北
に
縦
貫
し
て
霞
町
(
動
物
園
前
)
ま
で
直
通
す
る
極
め
て

重
要
な
幹
線
に
昇
格
す
る
こ
と
に
な
る
が
故
で
あ
っ
た
。

千
里
山
開
発
物
語

(
最
終
回
)

千
里
山
人

万
国
博
会
場
千
里
丘
陵
に
決
定

昭
和
三
七
年
に
ブ
ラ
ッ
セ
ル
で
万
国
博
が
開
催
さ
れ
た
頃
、

通
産
省
で
は
万
国
博
の
日
本
開
催
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
大

阪
で
開
催
し
よ
う
と
い
う
事
は
三
八
年
新
年
恒
例
互
札
会
で
左

藤
知
事
と
杉
商
工
会
議
所
会
頭
が
話
し
合
っ
た
の
が
始
ま
り
と

い
う
。
こ
れ
に
中
馬
大
阪
市
長
が
積
極
的
に
参
加
し
て
政
府
首

脳
を
動
か
し
、
三
九
年
二
一
月
に
国
会
で
万
国
博
日
本
開
催
を

き
め
、
四

O
年
四
月
に
閣
議
で
開
催
地
を
大
阪
に
決
定
し
た
。

会
場
は
千
里
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
東
に
接
し
、
名
神
高
速
道
路
に

沿
う
た
千
里

E
陵
百
万
坪
が
選
定
さ
れ
た
。
大
阪
国
際
空
港
に

近
く
、
新
幹
線
の
便
が
あ
り
、
中
央
環
状
線
、
中
国
高
速
道
路

が
会
場
を
縦
貫
す
る
と
い
う
立
地
条
件
の
優
れ
て
い
る
の
が
選

定
理
由
で
あ
っ
た
。
四

O
年
七
月
近
畿
地
建
や
阪
神
道
路
公
団
、

大
阪
府
、
市
な
ど
で
つ
く
っ
た
阪
神
地
区
の
幹
線
道
路
協
議
会

が
中
心
に
な
っ
て
近
畿
二
府
四
県
「
万
国
博
関
連
道
路
整
備
計

画
」
を
ま
と
め
た
。
一
兆
円
を
超
す
予
算
請
求
を
出
し
て
建
設

千
里
山
開
発
物
語

終
稿
に
あ
た
っ
て

こ
の
物
語
を
五
年
前
の
会
誌
五
号
に
掲
載
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、

執
筆
者
千
里
山
人
の
ご
本
名
と
ご
経
歴
を
冒
頭
に
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
時
も
経
ち
、
初
掲
載
以
降
に
ご
入

会
に
な
ら
れ
た
方
々
の
た
め
に
、
丈
中
空
欄
を
使
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
あ
ら
た
め
て
執
筆
者
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

和
田
昌
九
様
(
ま
さ
の
ぷ
一
九

O
四
年
1
一
九
九
八
年
)

京
都
大
学
卒
、
京
阪
電
鉄
入
社
、
一
九
四
三
年
会
社
合
併
に

よ
り
阪
急
電
鉄
へ
移
籍
、
在
職
中
か
ら
丈
筆
を
よ
く
す
。

後
半
生
を
白
遊
人
、
郷
土
史
家
と
し
て
千
里
山
人
と
号
し
、
千

里
山
の
貴
重
な
価
値
あ
る
郷
土
史
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
綿
密
な

史
料
に
も
と
づ
き
実
証
的
で
と
き
に
写
実
的
、
読
者
は
眼
前
に

拡
が
る
情
景
に
引
き
込
ま
れ
な
が
ら
楽
し
く
読
み
切
っ
て
し
ま

う
見
事
な
郷
土
史
で
あ
る
。

一
九
三
三
年
か
ら
千
里
山
に
住
み
終
生
の
地
と
さ
れ
ま
し
た
。

上
の
噴
水
の
先
に
居
を
構
え
ら
れ
、
心
か
ら
千
里
山
を
愛
し
、

住
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

一
八
回
生
の
執
筆
者
の
姪
の
小
木
曽
丈
子
氏
か
ら
情
報
を
得
て
、

ご
子
息
昌
治
・
昌
明
両
氏
の
ご
了
承
を
い
た
だ
き
掲
載
に
至
り
ま

し
た
。
忠
博
氏
(
ニ

O
回
生
)
は
執
筆
者
の
甥
に
当
た
り
ま
す
。

一78-

省
を
驚
か
し
た
が
、
万
国
博
入
場
者
を
三
千
万
乃
至
五
千
万
人

と
想
定
し
、
そ
の
輸
送
を
果
た
す
鉄
道
道
路
の
建
設
は
必
要
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
開
催
で
首
都
高
速
道
路
が
完
成
し
た
様

に
、
大
阪
府
市
は
万
国
博
大
阪
開
催
で
婚
案
の
十
大
放
射
線
三

環
状
線
道
路
と
市
地
下
鉄
網
を
一
拠
に
四
五
年
三
月
開
会
ま
で

に
完
成
を
図
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
万
国
博
会
場
に
直

結
す
る
道
路
は
(
一
)
大
阪
中
央
環
状
線
(
三
七
年
着
工
)
(
二
〉

新
御
堂
筋
線
(
三
九
年
着
工
、
巾
員
五

O
米
、
最
大
八
車
線
)

(
三
)
近
畿
高
速
道
路
大
阪
線
(
四
三
年
着
工
、
西
名
阪
国
道
ト

と
直
結
)
(
四
)
中
国
高
速
道
路
(
吹
田
宝
塚
問
九
・
二
粁
、
引
い

四
一
年
着
工
)
(
五
)
府
道
道
祖
本
摂
津
線
で
、
こ
れ
ら
の
道
一

路
と
名
阪
高
速
道
と
を
連
絡
す
る
吹
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

l

が
造
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
吹
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
ダ

ブ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
型
で
用
地
一
二
万
平
方
米
、
南
北
一
・
二

粁
に
わ
た
る
東
洋
最
大
の
規
模
で
一

O
ヶ
所
の
プ

l
ス
を
持
ち

一
日
七
万
台
の
車
を
さ
ば
く
能
力
を
も
っ
様
に
設
計
さ
れ
た
。

か
く
て
総
て
の
高
速
道
路
は
千
里
丘
陵
に
集
中
し
、
近
畿
圏
道

路
の
中
心
地
と
な
っ
た
。



北
大
阪
急
行
電
鉄
の
設
立

万
国
博
入
場
者
は

一
日
平
均

一
七
万
人
、
休
日
四
二
万
人
と

想
定
さ
れ
、
そ
の
半
数
は
鉄
道
に
よ
る
と
し
て
千
里
山
線
の
最

大
輸
送
力
八
万
人
と
し
て
、
一
二
万
人
は
地
下
鉄
御
堂
筋
線
の

延
長
線
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
大
阪
市
は
江
坂
、

会
場
開
八
・

二
粁
、
全
高
架
式
で
二
O
O
億
円
の
建
設
費
が
か

か
る
の
で
辞
退
し
た
。
阪
急
電
鉄
は
高
架
二
粁
、
隆
道

一
・
二

粁
、
路
面
六
・
七
粁
と
し
て
建
設
費
八
O
億
円
で
あ
っ
た
。
阪

急
は
江
坂
・
上
新
田
間
(
南
北
線
五
・
八
粁
)
は
万
国
博
終
了

後
も
存
続
し
て
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
居
住
者
の
輸
送
に
あ
た
る
が
、

上
新
田
・
会
場
開
(
東
西
線
四
・

一
粁
)
は
万
国
博
終
了
後
撤

去
す
る
こ
と
と
し
て
、
四
二
年
七
月
二
八
日
鉄
道
敷
設
の
免
許

申
請
を
出
し

一
O
月

一
三
日
免
許
さ
れ
た
の
で
、
協
会
の
援
助

大
阪
府
及
び
財
界
の
出
資
を
う
け
て
北
大
阪
急
行
電
鉄
を
四
二

年
一

二
月

一一

日
設
立
し
た
。
計
画
に
よ
る
と
御
堂
筋
線
と
相

互
乗
入
れ
す
る
た
め
市
地
下
鉄
と
同
型
の
ス
テ
ン
レ
ス
カ

l
一

0
0両
新
造
し
八
両
連
結
で
三
分
間
隔
運
転
で

一
時
間
三
万
人

を
輸
送
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
工
事
は
四
三
年
七
月

一

六
日
起
工
さ
れ
た
。

会
場
へ
相
五
乗
入
れ
す
る
大
阪
地
下
鉄
御
堂
筋
線
、
堺
筋
線

二
本
を
幹
線
と
し
、
こ
れ
に
連
絡
す
る
縦
横
の
地
下
鉄
網
工
事

郵
便
物
は
先
ず
豊
中
郵
便
局
に
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
吹
田
郵
便

局
へ
廻
送
さ
れ
る
手
間
を
か
け
る
の
で
い
つ
も
遅
配
の
苦
情
が

出
る
。
電
話
の
架
設
も
遅
れ
、
マ
イ
カ
ー
族
は
五
軒
に

一
軒
と

い
う
の
に
電
話
の
あ
る
家
は

一
千
五
百
戸
全
体
の

一
割
に
も
足

ら
な
い
。

下
水
処
理
場
と
塵
挨
焼
却
場
の
建
設
に
も
頭
を
打
っ
た
。
下

水
処
理
場
は
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
南
、
吹
田
市
と
摂
津
市
に
ま
た

が
る
正
雀
川
沿
い
に
敷
地
が
予
定
さ
れ
た
。
し
か
も
敷
地
が
八

割
摂
津
市
に
入
っ
て
い
た
の
で
地
元
住
民
の
設
置
反
対
が
猛
然

と
起
っ
た
。
三
六
年
よ
り
紛
争
し
三
九
年
に
落
着
し
た
。
四

O

年
塵
挨
焼
却
場
が
高
野
台
地
区
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
果
然
周
辺
の
公
害
反
対
運
動
が
起
り
工
事
は
ス
ト
ッ
プ
し

た
。
結
局
焼
却
場
は
万
国
博
会
場
東
端
府
有
地
に
移
し
て
四
三

年
に
や
っ
と
起
工
し
た
。
机
上
プ
ラ
ン
で
は
理
想
に
み
ち
た
ニ

ュ
l
タ
ウ
ン
で
は
あ
っ
た
が
、
住
民
の
住
み
よ
い
都
市
に
な
る

た
め
に
は
ま
だ
実
験
都
市
の
段
階
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
千
里

ニ
ュ
!
タ
ウ
ン
は
プ
ラ
ン
通
り
、
正
確
に
建
設
は
進
行
し
て
ゆ

く
。
四
二
年
五
月
よ
り
桃
山
台
、
竹
見
台
の
入
居
が
開
始
さ
れ

七
月
一
一
二
日
に
は
人
口
七
万
を
突
破
し
た
。
四
三
年
三
月
三
一

日
皇
太
子
殿
下
同
妃
殿
下
の
御
視
察
。
五
月
三
日
佐
藤
首
相
の

視
察
、
九
月
三
O
日
新
千
里
南
町
入
居
開
始
。
一
O
月
三
O
日

が
万
国
博
開
催
ま
で
に
完
成
す
べ
く
三
八
年
に
早
く
も
大
阪
市

は
緊
急
建
設
五
ヶ
年
計
画
を
策
定
し
、

三
九
年
梅
田
新
大
阪
間

開
通
よ
り
四
五
年
三
月
桜
川
・
谷
町
九
丁
目
ま
で
実
に
五
ヶ
年

間
に
四
O
粁
の
地
下
鉄
を
建
設
し
た
。
大
阪
市
は
万
国
博
に
よ

っ
て
都
市
交
通
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

新
都
市
づ
く
り
の
実
験

万
国
博
が
千
里
丘
陵
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
き
ま
っ
た
昭
和

四
O
年
に
は
千
里
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
は
人
口
四
万
人
と
な
り
、
四

一
年
に
は
五
万
人
と
な
っ
て
い
た
。
四
一
年
四
月
二
三
日
天
皇
一

・
皇
后
両
陛
下
は
万
国
博
用
地
御
視
察
を
か
ね
て
、
こ
の
東
洋
れ

一
を
誇
る
新
都
市
造
り
を
御
視
察
に
な
っ
た
。
陛
下
は
「
映
画

-

館
な
ど
娯
楽
施
設
は
十
分
に
で
き
て
る
の
で
し
ょ
う
ね
」
と
御

質
問
に
な
っ
た
時
、

得
意
満
面
で
お
ほ
め
の
言
葉
を
期
待
し
て

い
た
知
事
は
、
は
た
と
当
惑
し
た
。
娯
楽
施
設
は
何
も
考
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
欧
米
で
は
住
宅
地
に
は
必
ら

ず
教
会
が
あ
る
が
、
こ
の
新
ら
し
い
都
市
に
は
神
社
も
お
寺
も

教
会
も
な
い
、
無
宗
教
の
都
市
で
も
あ
っ
た
。

四

一
年
四
月
よ
り
入
居
を
始
め
た
新
千
里
北
、
東
の
両
町
は

豊
中
市
域
に
入
っ
て
い
た
。
し
か
し
郵
便
の
集
配
は
吹
田
郵
便

局
が
受
持
っ
て
い
る
た
め
、

{知
名
が
豊
中
市
新
千
里
×
×
町
の

に
は
人
口
九
万
人
を
突
破
し
た
。
計
画
の
六
五
%
が
入
居
し
た
。

万
国
博
、
千
里
丘
陵
に
開
催

昭
和
四
O
年
九
月

一
四
日
日
本
万
国
博
覧
会
の
大
阪
開
催
が

国
際
博
覧
会
条
約
で
決
定
し
、
こ
れ
よ
り
万
国
博
の
仕
事
が
正

式
に
動
き
出
し
た
。
協
会
の
設
立
、
石
坂
会
長
の
選
任
「
人
類

の
進
歩
と
調
和
」
の
テ

l
マ
、
会
場
計
画
、
諸
外
国
の
参
加
要

請
、
資
金
調
達
、
用
地
買
収
な
ど
、
四
五
年
三
月
一
五
日
開
催

ま
で
あ
と
四
年
半
は
決
し
て
長
い
年
月
で
な
か
っ
た
。
中
で
も

厄
介
な
の
は
用
地
買
収
で
あ
る
。
四
O
年
九
月
一
二
日
左
藤
知

-

事
は
山
田
公
民
館
に
地
元
代
表
者
六
九
名
を
集
め
て
説
明
会
を

8

開
い
て
協
力
を
求
め
た
。
用
地
三
三
O
万
平
方
米
の
半
分
は
地
一

元
二
九
五
人
が
所
有
し
、
そ
の
半
分
を
阪
急
と
殖
産
住
宅
が
所

有
し
、
そ
の
又
半
分
が
大
阪
大
学
の
校
地
と
地
元
外
の
地
主
六

八
人
の
所
有
で
あ
っ
た
。
阪
大
の
総
合
学
舎
を
千
里

E
陵
に
誘

致
す
べ
く
吹
田
市
が
校
地
を
買
収
し
た
時
の
価
格
が
坪
当
た
り

一五、

0
0
0円
で
あ
っ
た
の
で
、
府
は
買
収
価
格
を
一
九
、

五
O
O
円
と
発
表
し
た
。
が
話
は
付
か
ず
結
局
、
奨
励
金
と
ナ

ワ
延
べ
分
五
、

0
0
0円
を
追
加
し
て
四
一
年
三
月
ま
で
に
八

O
%
の
買
収
を
了
っ
た
。
会
場
用
地
に
介
在
し
て
い
る
八
三
戸

の
分
譲
住
宅
の
移
転
補
償
が
残
っ
た
。
地
主
に
は
一
六
O
億
円



の
交
付
債
が
渡
さ
れ
、
山
田
村
に
は
又
も
や
十
数
人
の
億
万
長

者
が
で
き
た
。

四
二
年
二
月
よ
り
プ
ル
ド
l
ザ
が
入
り
、

三
月

一
五
日
に
起

工
式
が
行
わ
れ
た
。
造
成
工
事
は

一
O
月
よ
り
始
ま
り
上
水
、

下
水
、
電
気
、
瓦
斯
の
施
設
は
四
三
年
春
ま
で
に
了
わ
り
テ
ー

マ
館
、
お
祭
り
広
場
、
美
術
館
等
の
建
築
が
始
っ
た
。
開
会
ま

で
あ
と
何
日
と
い
う
秒
読
み
に
合
わ
せ
て
工
事
は
進
行
す
る
。

四
四
年

二
一
月
六
日
地
下
鉄
堺
筋
線
が
開
通
し
、
北
千
里
、

動
物
園
前
聞
を
阪
急
と
相
互
乗
入
運
転
を
始
め
た
。
四
五
年
二

月
二
四
日
に
新
大
阪
・
江
坂
聞
が
開
通
し
た
。
同
日
北
大
阪
急

行
電
鉄
も
江
坂
・
万
国
博
中
央
口
駅
聞
を
開
通
し
て
地
下
鉄
御

堂
筋
線
に
相
互
乗
入
れ
を
始
め
た
。
四
五
年
三
月

一
日
に
は
中

央
環
状
線
、
新
御
堂
筋
線
、
近
畿
、
中
国
自
動
車
道
の
四
高
速

道
路
が
一
斉
に
開
通
し
た
。

す
べ
て
の
道
は
千
里
丘
陵
に
聞
か
れ
て
、

三
月

一
五
日
こ
こ

に
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
世
紀
の
祭
典
、
日
本
万
国
博
覧
会
が
千

里
丘
陵
の
上
で
開
催
さ
れ
た
。
会
期

一
八
0
日
間
に
迎
え
た
入

場
者
六
四
、
二

一
八
、
七
七

O
人
。
大
成
功
裡
に
九
月

一
三
日

開
会
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
人
々
は
身
を
以
て
日
本
の
経
済
大

国
の
実
力
を
見
た
。
そ
の
会
場
の
施
設
の
壮
大
さ
に
。
新
幹
線
、

高
速
道
路
、
そ
れ
に
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
に
も
亦
。

万
国
博
は
了
わ
っ
た
が
千
里
丘
陵
の
上
に
の
こ
さ
れ
た
こ
れ

ら
施
設
は
将
来
益
々
そ
の
効
用
価
値
を
高
め
る
で
あ
ろ
う
。
万

国
博
が
残
し
た
遺
産
を
基
に
し
て
千
里
山
が
今
後
ど
の
様
に
開

発
さ
れ
て
ゆ
く
か
に
大
き
な
期
待
と
興
味
を
持
ち
つ
つ
、
私
は

五
O
年
に
わ
た
っ
た
千
里
山
開
発
物
語
を
万
国
博
開
催
を
以
て

筆

を

お

く

こ

と

と

す

る

。

(

お

わ

り

)
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